
事業主体 筑波大学

令和３年度「障害者スポーツ推進プロジェクト（地域の課題に対
応した障害者スポーツの実施環境の整備事業）」 代表 齊藤まゆみ 筑波大学

松原 豊 筑波大学
澤江 幸則 筑波大学
阿部 崇 東京家政大学
天野 和彦 筑波技術大学
安藤佳代子 日本福祉大学
今城 遥 聖カタリナ大学
内田 匡輔 東海大学
小沼 博義 茨城県立つくば特別支援学校
金山 千広 立命館大学
重藤誠市郎 東海大学
曽根 裕二 大阪体育大学
萩原 大河 兵庫県姫路市立水上小学校
藤田 紀昭 日本福祉大学
牧 舞美 兵庫県立阪神昆陽特別支援学校
宗田 光博 埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園
村上 祐介 順天堂大学
吉岡 尚美 東海大学
吉永 武史 早稲田大学
綿引 清勝 いわき短期大学

プロジェクトメンバー

プロジェクトメンバー

順天堂大学・助教）

順天堂大学）

事業計画

「アダプテッド」の周知
① HPの構築 ② 宣伝・相互リンク事業 ③ セミナーの開催

最終
⽬標

地域における通常の小中高等学校の体育現場において、アダプテッド体育・スポー
ツ（以降、アダプテッド）の視点が定着する

まなぶ すぐに調べる

知っている

定着研修会の実施
① プロトタイプ研修会の開発
② 様々な研修会スタイルオプション
③ 講師講習会システムの構築

ガイドブックの作成
① 効果的なガイドブックの開発
② ガイドブックの企画・出版



事業計画

「アダプテッド」の周知
① HPの構築 ② 宣伝・相互リンク事業 ③ セミナーの開催

最終
⽬標

地域における通常の小中高等学校の体育現場において、アダプテッド体育・スポー
ツの視点が定着する

まなぶ すぐに調べる

知っている

定着研修会の実施
① プロトタイプ研修会の開発
② 様々な研修会スタイルオプション
③ 講師講習会システムの構築

ガイドブックの作成
① 効果的なガイドブックの開発
② ガイドブックの企画・出版

１年目（2019年11月から3月）

定着研修会
のカリキュラムの
立案と実施

事業計画

「アダプテッド」の周知
① HPの構築 ② 宣伝・相互リンク事業 ③ セミナーの開催

最終
⽬標

地域における通常の小中高等学校の体育現場において、アダプテッド体育・スポー
ツの視点が定着する

まなぶ すぐに調べる

知っている

定着研修会の実施
① プロトタイプ研修会の開発
② 様々な研修会スタイルオプション
③ 講師講習会システムの構築

ガイドブックの作成
① 効果的なガイドブックの開発
② ガイドブックの企画・出版

２年目

定着研修会
の検証
※オンライン

試験用ガイド
ブックをもとに
質問紙調査

現場志向型コン
テンツの構造

事業計画

「アダプテッド」の周知
① HPの構築 ② 宣伝・相互リンク事業 ③ セミナーの開催

最終
⽬標

地域における通常の小中高等学校の体育現場において、アダプテッド体育・スポー
ツの視点が定着する

まなぶ すぐに調べる

知っている

定着研修会の実施
① プロトタイプ研修会の開発
② 様々な研修会スタイルオプション
③ 講師講習会システムの構築

ガイドブックの作成
① 効果的なガイドブックの開発
② ガイドブックの企画・出版

３年目プロトタイ
プを基に90分や
３時間などのパッ
ケージを作成

効果的なガイ
ドブックの再検
討と出版

現場志向型コン
テンツの構造

まなぶ さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

• プロトタイプ（６時間）をもとに、
さまざまな研修パターンを想定
し、適用できるかを検討する。

• 12時間タイプ（公開講座等）
• ３時間タイプ（研修センター等）
• ショートタイプ（校内研修等）

■検討事項

■調査項目と方法

• アダプテッド・センシティブ尺度
（仮称：AS尺度）の研修会前後
の理解の変化を分析した。

• アダプテッド体育への主体性と
適用度、障害者スポーツイメー
ジおよび障害者イメージのポジ
ティブ面を評価した。



まなぶ
■６時間タイプ（プロトタイプ）

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

• A県A大学における教員免許更新講習会
• ２０２１年８月
• 小、中、高等学校、特別支援学校および幼稚園の教員、保育
士（分析対象13名）

時間
概ね 研修会としての⾏程 定着研修会としてのカリキュラム

120分 インクルーシブ体育の意義と理念 障害児の体育指導の意義と理念

120分知的障害・発達障害の体育（講義・演習） 発達障害のある⼦どもの体育とインク
ルージョン

120分 パラリンピック教育（講義・演習） パラリンピック教育と障害児指導

まなぶ
■６時間タイプ（プロトタイプ）

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

実行委員会での評価
• 講習を受けての学びや各教員のこれまでの経験、今後の体育の在り⽅などを総合的に
答えていた。「これまで⾃分がやっていたことは障害のないこと同じことをどうやらせるかという
ことに終始していたが、それは違うことが分かった」や「これまでどう対応すればいいか⼿探り
だったが、今回、基本理念や実際の教材について学べてよかった」

• 本プロジェクトのやっていることの必要性を感じさせてくれるものが多かった。

結果
事前 事後 T値

アダプテッドの理解度 1.36±0.40 3.85±0.29 12.3 **
インクルーシブの理解度 2.85±0.29 3.92±0.07 6.51 **
障害のポジティブイメージ 2.71±1.49 3.86±1.46 2.83 **
障害者スポーツのポジティブイメージ 4.57±2.73 5.00±0.00 0.97 
アダプテッド体育の主体性 2.86±1.05 4.00±1.23 3.31 **
アダプテッド体育への実践⼒ 5.79±0.18 5.93±0.07 1.00 

対応のあるT検定（全てdf=13）

**:p<.01

まなぶ
■12時間タイプ

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

• B県にある大学主催の公開講座
• ２０２１年８月
• 中・高中等教育学校の保健体育教員、小学校、義務教育学校、
特別支援学校の教員３０名

時間 研修会としての⾏程 定着研修会としてのカリキュラム
8/5（⽊）
9:00-10:00

アダプテッドとは︖
障害児の体育指導の意義と理念 障害児の体育指導の意義と理念

10:00-
11:00

肢体不⾃由のある⼦どもの体育とインクルー
ジョン

肢体不⾃由のある⼦どもの体育とインクルー
ジョン

11:00-
12:00

発達障害のある⼦どもの体育とインクルージョ
ン

発達障害のある⼦どもの体育とインクルー
ジョン

13:00-
16:00

肢体不⾃由のある⼦ども、発達障害のある
⼦どもの体育とインクルージョン アダプテッド演習

8/6（⾦）
9:00-12:00障害のある⼦どもの体育とインクルージョン インクルーシブ演習

13:00-
16:00

特別⽀援教育の体育（重度・重複障害、
聴覚障害）

まなぶ
■12時間タイプ

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

実行委員会での評価
• 「アダプテッド」という⽤語や概念の理解が確認できた
• 「アダプテッド体育への実践⼒」は事前事後ともに⾼い → 普段から意識が⾼い先⽣、
また普段から対象に合わせて様々な⼯夫をしている先⽣が、今回のような⻑時間の研
修を受けに来ている。

• ⾼校で保健体育の教員をしている先⽣から、「⼦どもの多様性を感じることが多くなり、そ
の分、今までの指導でうまく⾏かないことを実感するようになった」などの意⾒があった

結果
事前 事後 T値

アダプテッドの理解度 2.33±0.67 4.00±0.00
インクルーシブの理解度 3.67±0.27 4.00±0.00
障害のポジティブイメージ 3.33±2.67 4.33±2.27
障害者スポーツのポジティブイメージ 5.67±0.27 5.50±0.30
アダプテッド体育の主体性 3.67±2.27 4.33±2.27
アダプテッド体育への実践⼒ 5.67±0.27 6.00±0.00

尺度得点の変化（N=6）



まなぶ
■３時間タイプ

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

時間 初任者研修会としての⾏程 定着研修会としてのカリキュラム
13:00はじめに 事前アンケート記⼊
13:10講義︓インクルーシブ体育の意義と理念 障害児の体育指導の意義と理念

障害のある⼦どもの体育とインクルージョン
14:00＜アリーナへの移動・休憩＞
14:15演習︓アダプテッドおよびインクルーシブ体

育の実践
アダプテッド演習
インクルーシブ演習

15:30休憩 事後アンケート記⼊
15:40ふりかえり
15:50終了

• C県の教育研修センター主催の初任者研修
• ２０２１年7月
• 特別支援学校所属の初任者77名

まなぶ
■３時間タイプ

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

アダプテッドの理解度 1.64 ±0.79 3.81 ±0.52 19.61 **
インクルーシブの理解度 3.26 ±0.53 3.88 ±0.33 9.692 **
障害のポジティブイメージ 2.55 ±1.86 4.11 ±1.79 5.647 **
障害者スポーツのポジティブイメージ 4.77 ±1.43 5.29 ±0.46 3.187 **
アダプテッド体育の主体性 3.12 ±1.63 4.88 ±1.33 8.354 **
アダプテッド体育への実践⼒ 5.81 ±0.66 5.96 ±0.20 1.951 †

事前 事後 T値

表　初任者研修会の尺度得点の変化（N=73)
対応のあるT検定（すべてdf=72)

実行委員会での評価
• 「アダプテッドの実践⼒」は、我々が期待していた望ましいと思われる変化をしていた。
• インクルーシブ演習では演技者が感じたことをダイレクトに発表してくれたことが効果的で
あった。

• 主催担当者からは、⽇頃、障害児と関わりがある分、かなり積極的に話し合いができた
のではないかという感想があった。

• はじめにゲームを⼊れるなどチームビルディング的な要素を⼊れる必要があるかもしれない。

結果

**:p<.01 †︓p<.10

まなぶ
■ショートタイムタイプ

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

• D区のD小学校の校内研修
• ２０２２年１月
• 小学校教員16名

時間 校内研修会としての行程 定着研修会としてのカリキュラム

15分 講義：インクルーシブ体育の意義と理念
障害児の体育指導の意義と理念
インクルーシブ教育とは
アダプテッドとは

50分

インクルーシブな体育実践
【演習①】「障害のある子どもがやってくる」
【演習②】「一緒にやってみる」
【演習③】「試行錯誤してみる」

インクルーシブ演習

10分 その他 個別の質疑応答など

まなぶ
■ショートタイムタイプ

さまざまな定着研修会でも効果は同じか？

実行委員会での評価
• 短い研修時間の中で「アダプテッド」による⼦どもの変化を強調する必要がある。
• ⼩学校の先⽣に対する校内研修では、「障害へのポジティブイメージ」の変化を求めるよ
りも、まずは「アダプテッドの実践」や「インクルーシブな体育をやってみよう」と思ってもらえる
ような研修を⾏い、その後の取り組みを通して「障害へのポジティブイメージ」に変化が⽣
じるとよいかもしれない。

結果
事前 事後 T値

アダプテッドの理解度 1.31±0.40 3.61±0.76 8.78**

インクルーシブの理解度 3.38±0.42 3.84±0.14 2.52*

障害のポジティブイメージ 2.15±0.97 3.07±1.08 2.14

障害者スポーツのポジティブイメージ 3.54±3.60 4.85±3.47 2.62*

アダプテッド体育の主体性 3.85±2.31 4.77±2.36 2.52*

アダプテッド体育への実践力 5.46±0.27 5.69±0.23 1.90

対応のあるT検定（すべてdf = 13）

** p<.01, * p<.05



事業報告

「アダプテッド」の周知
① HPの構築 ② 宣伝・相互リンク事業 ③ セミナーの開催

最終
⽬標

地域における通常の小中高等学校の体育現場において、アダプテッド体育・スポー
ツの視点が定着する

まなぶ すぐに調べる

知っている

定着研修会の実施
① プロトタイプ研修会の開発
② 様々な研修会スタイルオプション
③ 講師講習会システムの構築

ガイドブックの作成
① 効果的なガイドブックの開発
② ガイドブックの企画・出版

３年目プロトタイ
プを基に90分や
３時間などのパッ
ケージを作成

効果的なガイ
ドブックの再検
討と出版

現場志向型コン
テンツの構造

すぐに調べる ガイドブックの企画・出版

昨年度の分析をもとに、
現場に即したガイド
ブックの企画を行い、
そのガイドブックの一
部を、2月16日（本日）
の研修会で使用し、そ
の使用感についてア
ンケートを行うことに
なっている。

ここではその一例を
紹介する。

■事業概要

すぐに調べる ガイドブックの企画・出版 すぐに調べる ガイドブックの企画・出版



すぐに調べる ガイドブックの企画・出版 事業報告

「アダプテッド」の周知
① HPの構築 ② 宣伝・相互リンク事業 ③ セミナーの開催

最終
⽬標

地域における通常の小中高等学校の体育現場において、アダプテッド体育・スポー
ツの視点が定着する

まなぶ すぐに調べる

知っている

定着研修会の実施
① プロトタイプ研修会の開発
② 様々な研修会スタイルオプション
③ 講師講習会システムの構築

ガイドブックの作成
① 効果的なガイドブックの開発
② ガイドブックの企画・出版

３年目プロトタイ
プを基に90分や
３時間などのパッ
ケージを作成

効果的なガイ
ドブックの再検
討と出版

現場志向型コン
テンツの構造

知っている ホームページ作成マニュアルづくり

HPは効果的な広報
ツールである一方で、
作成には専門的知識
やスキルが必要であ
る。持続的にHPを効
果的に活用するため
に、HP作成のための
マニュアルづくりが必
要であることが問われ、
WGにおいて、今年度
の最重要課題として
取り組むことにした。

ここではその一例を
紹介する。

■事業概要

知っている ホームページ作成マニュアルづくり

動画（Youtube）で解説

授業に使えるように指導案が
あるものを中心にリンク集を作成

下のQRコードを読み込んで実際のHPをご確認ください。



知っている ホームページ作成マニュアルづくり 知っている ホームページ作成マニュアルづくり

知っている ホームページ作成マニュアルづくり 事業計画(課題)

「アダプテッド」の周知
① HPの構築 ② 宣伝・相互リンク事業 ③ 広報を兼ねたセミナーの開催

最終
⽬標

地域における通常の小中高等学校の体育現場において、アダプテッドの視点が定
着する

まなぶ すぐに調べる

知っている

定着研修会の実施
① プロトタイプ研修会の開発
② 様々な研修会スタイルオプション
③ 講師講習会システムの構築

ガイドブックの作成
① 効果的なガイドブックの開発
② ガイドブックの企画・出版

定着研修会
を全国数カ所で
実施する

研修会とHP
とリンクした
ガイドブック
出版

HPのアクセスアッ
プにつながるコンテンツ
と宣伝・広報

定着研修会を
担当できる講師
を養成する

担当：澤江幸則 sawae.yukinori.ka@u.tsukuba.ac.jp


